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原

始

仏

教

の

時

間

観

橋

本

哲

夫

原
始
仏
教
の
時
間
観
を
考
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
輪
廻
思
想
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
で
あ
る
。
先
ず
、
輪
廻
と
は
死
生
で
あ
る
。

次

岳
山
乙
安
田
な
世
界
に
は
死
生
が
な
い
と
言
わ
れ
る
。

「
比
丘
ら
よ
、

こ
の
よ
う
な
所
が
あ
る
。

j
i
-
-
-
こ
の
世
も
な
く
、
月
日
の
二
つ
も
な
い
。

去
と
も
い
わ
ず
、
住
と
も
い
わ
ず
、

死
と
も
い
わ
ず
、
生
と
も
い
わ
な
い
。

私
は
そ
れ
を
来
と
も
い
わ
ず
、

そ
れ
が
苦
の
終
わ
り
で
あ
る
と
私
は
い
う
。
」

比
丘
ら
よ
、

ノミ

ン逆
ハに
i 考
のえ
時れ
代iば
てい
l土
決
の
ょ
っ

仁1

わ
tL 
る

z
z
Z
な
世
界
に
は
死
生
等
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
輪
廻
と
は

E
Z
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ミ
リ
ン
タ

「
・
:
:
:
:
過
去
の
時
間

2
5由
主
昏

g)と
未
来
の
時
間
(
吉
凶
官

Z
主
向
子
宮
)
と
現
在
の
時
間
(
匂

2
2
3
2
5
立
生
自
)
と
の
根

本
は
無
明
で
す
。
無
明
を
縁
と
し
て
行
が
生
じ
、
行
を
縁
と
し
て
識
が
生
じ
:
:
:
・
:
生
を
縁
と
し
て
老
・
死
・
憂
い
・
悲
し
み
・
苦
し
み
・

悩
み
・
悶
え
が
生
ず
る
。
か
く
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、

(唱

Z
Z
E
u
r
o江
口
同
唱
曲
四
四
回
百
二
日
)

0

」

こ
の
全
時
間

(
Z
Z
F
E昏
曲
目
)
の
最
初
の
始
ま
り
は
認
識
さ
れ
な
い
の
で
す
。

こ
こ
で
は
輪
廻
と
は
主
昏

2
・
(
田
宮
・
包

7
2
)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

で
は
な
ぜ
、
輪
廻
(
時
間
)
が

Z-白
か
ら
白
色
昏
自
に
変
化



38 

し
始た
め二の
にーで

r あ
巳ろ
園、

つ
でか
あ
る
カf

Z
Z
は
「
適
し
た
時
」
を
表
わ
し
、
そ
の
時
に
従
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

「
強
情
を
な
く
し
、
謙
虚
な
態
度
で
、
適
し
た
時
に

(Z-g曲
)
師
の
も
と
じ
行
け
て
む
の
ご
と
と
真
理
と
自
制
と
清
ら
か
な
行
い
と
を

心
に
お
も
い
、

か
つ
実
行
せ
よ
己

(ω
目・

ω
M
A
W
-
)

時
に
従
う
た
め
に
は
、
時
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
長
上
を
敬
い
、
嫉
む
こ
と
な
く
、
諸
々
の
師
に
会
う
に
適
し
た
時
を
知
り

(zzgz)
、
法
に
関
す
る
話
を
聞
く
の
に
正
し
い
機
会

を
知
り

(rZ宮
富
国
)
、

み
ご
と
に
説
か
れ
た
事
を
謹
ん
で
聞
け
己

(ω
ロ

-su・
)

こ
の
二
古
…
は

Z
Z
が
個
人
の
外
に
あ
っ
て
、
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
時
間
だ
と
言
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
時
が
我
々

を
捨
て
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「時

(Z-同
)
を
私
は
知
ら
な
い
。
時
は
か
く
さ
れ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

捨
て
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
故
に
(
自
凶

g
由自

Z
U
高
官

g
m凶
)
。
」

そ
れ
故
に
私
は
享
楽
せ
ず
に
乞
食
す
る
。
時
が
私
を

こ
こ
で
は
又

Z
Z
は
衆
生
に
は
か
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

Z
Z
に
衆
生
は
支
配
さ
れ
て
い
る
。

「
時
聞
の
中
に
い
て
時
間
に
支
配
さ
れ
、

(
z
r
z
-
2
2由
自
)
、
繁
栄
と
衰
亡
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
人
々
は
苦
し
み
を
受
け
る
。

の
青
年
は
こ
の
世
で
憂
え
る
己

こ
れ
ら

そ
し
て

Z
Z
に
支
配
さ
れ
な
い
の
は
修
業
を
完
成
し
た
者
だ
け
で
あ
る
。

「
自
己
を
も
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
も
時

(ZZ)
は
食
べ
尽
す
必
時
を
食
べ
つ
く
し
た
生
物
は
、
生
物
を
焼
く
も
の
を
焼
き
尽
す
己

こ
の
こ
と
は

宮
同
省
内
酬
を
用
い
て
も
言
わ
れ
る
。



「
全
世
界
の
う
ち
で
内
的
に
も
外
的
に
も
一
切
の
罪
悪
を
洗
い
落
し
、
時
間
に
支
配
さ
れ
る

(
r
3
1
3
)
神
々
と
人
聞
の
う
ち
に
あ
り

な
が
ら
時
間
(
宮
署
同
)
に
左
右
さ
れ
な
い
人
、
彼
を
汰
浴
者
と
呼
ぶ
J

」

宮
『
。
丘
ミ
と
は
「
死
ぬ
」
で
あ
り
、

又

タ}内回】回目

開園

田
口-
~ ロ園
田

と
は
一一寸

死
グ〉

時
を
待
っ
しーー

で
あ
る

こ
の

E
Z
も
又

4WMVFg 

「
待
つ
」
対
象
で
あ
り
、
与
え
ら
れ
る
「
死
」

で
ふ
め
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、

Z
Z
は
与
え
ら
れ
る
時
間
で
あ
り
、
衆
生
を
支
配
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
囚
わ
れ
の
輪
廻
で
あ
る
。

!京始仏教の時間観

と
こ
ろ
で
、

の
三
時
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
語
順
も
「
現

の
グ
ル
ー
プ
と
包
叫
Z
・
2
劃間同

Z

テ
ク
ス
ト
内
で
は
、
時
間
は
又
「
過
去
」

在
」
が
最
後
で
あ
る
。
二
一
時
の
表
現
は
、
テ
ク
ス
ト
内
に
は
二
種
あ
る
。

「
未
来
」

「
現
在
」同】

Z2w・
同

x
z
n
r凶
・

g
阻
む
『
巾

-
M

由
ロ
ロ
己
匂
匂
由
ロ
ロ
由

の
グ
ル
ー
プ
と
で
あ
る
。

先
ず

zz・唱曲
nnZ
・
自
阻
止
宮
を
使
っ
て
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

「
過
去
に
も
、
未
来
に
も
、
現
在
に
も
、
何
物
も
所
有
せ
ず
、
無
一
物
で
、
執
着
の
な
い
人
:
:
:
」

JF田
町
山
田
空
白
-mwn
白
Y
w
n
n
r
M
w
n
曲
目
阻
止
}
岡
市
何
回
口
唱
曲
H
H
F
F
r
山田口田口問岡市同噌曲目内
g
n
白ロ由同世

曲ロ脚色
MF
口
同
阿
世
:
:
:
ミ
(
∞
ロ
・
。
A
p
m
H
U
r
唱
-
A
F
N
H
・)

言

Z
に
代
わ
っ
て

Z
F
Z
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

「
過
去
に
あ
っ
た
も
の
を
掴
渇
せ
し
め
よ
。
未
来
に
は
汝
に
何
物
も
な
い
よ
う
に
せ
よ
。

現
在
に
お
い
て
も
何
物
に
も
執
着
し
な
い
な

ら
ば
、
汝
は
安
ら
か
に
ふ
る
ま
う
こ
と
で
あ
ろ
う
ぱ

〈
同

.8 

同】ロ
r
v
?
仲
田
召

ヱ
由
。
田
市
E
L
v
m凶
nn}MM伊
丹

市

w
g
劃
}
回
口
}
内
仲
間
ロ
同
ロ
巴
ア
呂
田
]
子
市
内
田
口
。
関
曲
目
岡
市
町
田
曲
目
出
T

Z
匂同国
hw
ロ
Z
n
h
w
江
田
回
曲
目
六
(
∞
ロ
・

39 

C
A
p
e
-
H
O
山由。・)



し
か
し
な
が
ら

「
未
来
」

で
あ
る
よ
り
、
単
に
時
間
的
「
前
」

「後」

で
あ
る
場
メ入
仁3

カず
B 
グ

さ
わ

40 

言
2
・唱曲

nnE
は
「
過
去
」

「
後
」
で
も
あ
る
。
空
間
的
「
前
」
が
「
過
去
」
で
あ
り
、
空
間
的
「
後
」
が
「
未
来
」
で
あ
る
こ
と
は
、
時
間
が

何
か
向
う
か
ら
や
っ
て
来
る
対
象
物
で
あ
る
と
き
矛
盾
な
く
結
び
つ
く
。
時
間
を
向
う
か
ら
や
っ
て
来
る
対
象
物
と
す
る
考
え
方
は
、

に
、
空
間
的
「
前
」

z
z
-
B阻止
Z
-
z
n
n
r凶
が
夜
の
三
分
の
名
で
あ
る
こ
と
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

タ
『
町
立
ぞ
MP
匂
ロ
ユ
宮
市
可
MW岡
田
市
:
:
:
円

hw立
ぞ
M
V
S阻
止
古
富
市
可
MPHHM巾
:
:
:
E
W件
昨

日

河

川

断

言

w
n
n
E宮
市
可
凶
宮
市
、
、
(
叶
Y
2
J
m
-
H
N
。・]弓
h
y
H
J
3
・
H
J
3
・

]50・

)
こ
の
よ
う
に
、
時
間
は
夜
と
し
て
向
う
か
ら
や
っ
て
来
る
。
夜
は
幅
が
あ
り
、

そ
れ
が
三
分
さ
れ
て
い
る
。

E
吋巾・

5
と
予
巾

-
z
b
n
r凶

が
幅
の
あ
る
も
の
の
三
分
で
あ
る
ニ
と
は
次
に
も
一
不
さ
れ
る
。

「
(
盲
人
が
列
を
な
し
て
並
ぶ
と
さ
)
前
の
者
も
見
ず
、
中
の
者
も
見
ず
、
後
の
者
も
見
な
い
己

f
・
:
:
匂

Z
E
g
o
-
ロ
由
旬
釦
回
国
恒
三
目
白

U
E目
。
主
ロ
白
唱
曲
出
回
町
三
-
句
史

u
n
E
g
o
玄
ロ

P
Y幽
閉
山
田
町
二
ケ
ミ
(
冨

Z
・
口
暗
唱
-
M
O
O
-
)

こ
れ
ら
の
三
部
分
相
互
に
差
異
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、

宮
2
・自由
U
Z
・
宮
市
n
Z
の
相
互
に
は
差
異
が
な
い
と
考

、ぇヲ
h
v

。

又
、
夜
は
く
り
返
し
や
っ
て
来
る
。
故
に

同】
Z
Z
-
B阻止
r巾
・
唱
曲
n
n
Z
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
時
間
は
周
期
性
を
有
す
る
。
そ
し
て
、

叩
-
引
一

「
日
没
」
と
い
う
節
が
あ
る
。
従
っ
て
時
聞
は
ま
た
節
を
有
す
る
。
さ
ら
に
、
司
Z
2
・
5
阻
む
宮
・

向
性
一
と
夜
と
の
境
界
に
は
「
日
の
出
」

宮
市
口

Z
の
各
分
が
同
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
吉

2
・
g
と
子
市
・

3
2
Eの
全
体
が
過
去
で
あ
っ
て
も
未
来
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と

て い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
長
部
経
典
の
あ
る
個
所
(
ロ
2
・
ケ
同
γ
∞
・
)
で
は
、

z
v
Z
と
互
換
性
が
あ
る
q
u
z
r
Z
は
し
ば
し
ば
宮
5
2
2
u
E
と
し
て
出
て
く
る
。

同】
Z
Z
も

宮

-nnr凶
も
共
に
過
去
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

さ

同】阿国『巾は

z
r
v
g
Z
M
F
E
l
f
-
は
「
前
生
の

生
活
(
同
r。
仏
角
川
町
田
島
問
。
『

5
2
z
r
u
v
u『
司
叶
∞
巴
・
)

で
あ
る
の
で
、

苦
手
巾
は
「
前
生
」

で
あ
る
。
従
っ
て
宮
円
巾
も
又
「
前
生
」

で



あ
る
。
以
上
よ
り

宮

Z
・
自
由

U
Z
・唱曲目

n
Z
で
表
わ
さ
れ
る
時
間
は
・

E
Z
的
輪
廻
に
他
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
川
テ
ク
ス
ト
内
で
の
語
順
は

sa-F巾
が
最
後
で
あ
る
。

言
『
冊

-
Z
-
n
n
r
回
・
自
由
巳
子
市
で
あ
る
。

こ
れ
は

同
】
昌
司
叩

冒
と
予
四
・
同
MmwnnF凶

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
時
間
と
は
別
の
時
間
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

Z
Z
の
拒
否

で
あ
る
。

「
友
よ
、
私
は
現
実
の
も
の
を
捨
て
ず
、
時
間
的
な
も
の
を
追
わ
な
い
。
友
よ
、
私
は
時
間
的
な
も
の
を
捨
て
て
現
実
の
も
の
を
追
う
己

タロ曲

rF4凶
}
回
曲
目
削
42mw
。国曲目角田
-
2
z
r由自

由ロロ品目回白
4
凶
B

品、
(
ω
z・
H
-

唱・

@-zn・)

曲目
d
H

円子凶
4削
g
r
r凶
-Fr曲目ロ曲

rF4MW}回同邑

M
E
M
-
m
o
E
S
田町富品目
HHEr曲目

F日仲
』
『
劃

rM己目
r曲目

JJi(始仏教のl時/i¥J観

同
様
の
考
え
方
は
ニ
ガ
ン
タ
の
説
に
対
す
る
批
判
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。

一
カ
ン
タ
は
言
う
|
|

「
こ
の
人
が
如
何
な
る
楽

(
2
5と
あ
る
い
は
苦

(
E
Z
Z
)
あ
る
い
は
不
苦
不
楽
(
包
z
r
r
z
z
z
r
Z
)
を
感
受
し
よ
う
と
も
、
そ

の
す
べ
て
は
前
に
作
ら
れ
た
も
の
を
困
と
す
る
(
匂
E
r
r
-
z
z
-
Z
Z
)
己
(
冨
Z
・
戸
開
M-NEU

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
宿
作
因
説
で
あ
り
、
次
の
様
な
状
態
で
あ
る
。

「
諸
賢
ニ
ガ
ン
タ
よ
、
汝
等
前
世
.
(
吉
宰
巾
)
に
悪
業
を
な

L
た
。
そ
れ
を
こ
の
烈
し
い
難
行
に
よ
っ
て
壊
滅
せ
よ
。
ま
た
今
(
巾

Z
Z
E
)

こ
こ
に
身
を
も
っ
て
防
護
し
、

口
を
も
っ
て
防
護
じ
、
意
を
も
づ
て
防
護
す
れ
ば
、

そ
れ
は
未
来
に
お
い
て

(
S同
丘
)
悪
業
を
な
さ
し
め

な
い
己
(
冨
Z
・口

--yNH∞・)

そ
れ
は
仏
陀
が
粘
進
論
者

(
4
-
1
3
・
急
円
目
白
)
で
あ
る

こ
と
か
ら
ー
当
然
で
あ
る
が
、
彼
は
又
業
論
者
宗
田
g
g同
・
乱
含
)
業
果
論
者
〔
E
1
3
・4
脚
色
匝
)
で
も
あ
る
。
従
っ
て
現
庇
生
の
行
為
は
未
来

仏
陀
は
そ
の
よ
う
な
業
説
に
お
い
て
は
意
欲
も
努
力
も
な
い
と
し
て
拒
否
す
る
。

41 

生
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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功
徳
と
悪
と
の
こ
つ
は
、

人
が
こ
の
世

(
E
r同)
で
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
彼
自
身
の
も
の
で
あ
り

そ
れ
を
取
っ
て
彼
は
行
く
。

山
仰
が
形
に
添
う
よ
う
に

こ
の
二
つ
が
彼
に
従
が
う
。

こ
の
故
に
善
を
行
な
い
、
未
来

(
E
B唱
曲
品
三
宮
)
の
た
め
に
積
め
。

功
憶
は
後
の
世

(冨円曲目。
r
同
)
に
お
け
る
、

人
々
の
波
場
で
あ
る
か
ら
J

」
(
ω
z・
「
同
yJ可
N
・。・)

こ
の
よ
う
に
現
抗
生
(
世
)
に
お
け
る
行
為
は
未
米
生
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
以
上
、

為
に
よ
る
現
夜
生
の
決
定
に
対
す
る
も
の
と
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
ガ
ン
タ
の
説
に
対
す
る
批
判
は
過
去
生
の
行

つ
ま
り
「
坑
'
O
↓
未
来
」
は
言
え
て
も
「
過
去
↓
現
作
」
は
言
え
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
過
去
・
未
来
・
現
，
J

引
は
各
々
が
同
質
で
あ
る
と
は

rJえ
ら
れ
な
い
。

こ
の
時
聞
は

Z
E
で
は
な
い
。

こ
こ
に

も

Z
Z
的
輪
姐
の
杭
.
の
が
不
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
一
方
で
は
衆
生
は
輪
廻
す
る
と
一
日
口
わ
れ
る
。

と
す
れ
ば

衆
生
の
輪
組
の
川
上
は

r
u
g
的
で
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
こ
で

三

H
E
w
-
E
X一回一
Z--M白
n
n
g
苫
曲
ロ
ロ
由
の
ク
ル
!
プ
が
問
題
と
な
る
。

テ
キ
ス
ト
中
、
散
文
の
部
分
で
は
、

こ
の
三
時
を
使
用

す
る
こ
と
が
極
め
て
多
い
。
中
部
一
二
二
経
か
ら
一
三
山
経
に
は
次
の
ガ
ー
タ
ー
が
く
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
。

「
過
去
(
白
仲
間

Z
)
を
追
う
な
。

未
来
(
吉
凶
側
三
曲
)
を
願
う
な
。

お
よ
そ
過
去
の
も
の
は
す
で
に
拾
て
ら
れ



ま
た
未
来
の
も
の
は
未
だ
得
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
か
の
現
在
の
法

5
2
2
3
2
5
昏
曲
目

g
と
を
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
よ
く
観
察
し
、

揺
ぐ
こ
と
な
く
ま
た
動
ず
る
こ
と
な
く

そ
れ
を
了
知
し
て
修
習
せ
よ
。

た
だ
今
日
ま
さ
に
な
す
べ
き
こ
と
を
熱
心
に
(
な
せ
)
。

誰
が
明
日
の
死
を
知
ろ
う
か
。

原始仏教の時IHJ観

実
に

か
の
死
の
大
軍
と

会
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
住
処
の
あ
る
、
熱
心
に

昼
夜
に
、
努
力
す
る
者

こ
の
よ
う
な
者
を
、

一
夜
賢
者
、

寂
前
者
、
寂
黙
者
と
人
は
言
、
っ
。

(
Z
Z
・
5
H
l
Z
A
P
-
。
・
日
ゐ
・
5
叶

l-MON
・)

裏
返
せ
ば

「
過
去
の
も
の
」
が
過
ぎ
去
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
そ
れ
を
追
い
、

「
未
来
の
も
の
」
が
未
だ
来
て
い
な
い
と
は
思
、
ぇ

な
い
の
で
そ
れ
を
追
い

「
未
-
来
の
も
の
」
が
未
だ
来
て
い
な
い
と
は
思
え
な
い
の
で
そ
れ
を
願
う
の
で
あ
る
。

こ
の
凡
夫
の
姿
が
散
文
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
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「
比
丘
ら
よ
、

過
去
を
追
う
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か

l
!
『
過
去
の
時
間

zzz
E
S
S
)
に
は
こ
の
よ
う
な
色
が
あ
っ
た
』
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と
、
そ
こ
に
喜
ぴ
を
随
起
す
る
己

「
比
丘
ら
よ
、
未
来
を
願
う
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か

i

l
『
未
来
の
時
間

(
E
M宮
Z

だ
ろ
う
』
と
、
そ
こ
に
喜
び
を
随
起
す
る
己

主
《
凶
『
曲
目
)
に
は
こ
の
よ
う
な
色
が
あ
る

こ
の
様
に
思
う
こ
と
が
、

過
ぎ
去
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
未
だ
来
ぬ
も
の
を
現
実
の
も
の
と
思
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に

E
L
r
g

が
使
用
さ
れ
る
。

過
ぎ
去
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
未
だ
来
ぬ
も
の
を
あ
た
か
も
現
実
の
も
の
と
思
う
こ
と
は
、

そ
れ
ら
が
過
去
・
未
来
の

時
間
の
中
で
は
現
実
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
為
に
包

L
F
Sが
付
加
さ
れ
て
い
る
と
与
え
る
。

こ
の
こ
と
は
曲
仲
間
仲
田
-
白
ロ
山
花
白

Z

が
限
定
し
て
い
る
も
の
は
色
(
円

S
白)

で
は
な
く
立
与

r
g
で
あ
る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り

ZM}帥
は

曲昨日時一白『回唱曲

(
過
去
の
、
従
っ
て
現
花
に
は
存
抗
し
て
い
な
い
色
)

で
は
な
く
、

同仲間仲田岡田

白内
E
r
M
W
ロ白百

ユ
宮
(
過
去
の
時
聞
の
中
の
、
従
っ
て
過

去
の
時
間
の
中
に
存
在
す
る
色
)
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
現
抗
(
唱
曲

2
z冨
話
ロ
ロ
白
)
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

ガ
ー
タ
ー
に
お
い
て
も
散
文
に
お
い
て
も
、
現
什
忙
に
は
白
色
円

F
Z
が
付
加
さ
れ
て

さ
ら
に
中
部
一
二
二
経
か
ら
一
三
四
経
以
外
に
も
旦
昏

E
が
付
加
さ
れ
な
い
所
が
あ
る
。

唱曲一角川
n
Z
2
}
曲
ロ
ロ
白
は
サ
ン
ス
ク
リ

、a

‘
、
、
O

L
J
T
d
L
 

ッ
ト
語
で
は
唱

Z
-
q
E唱
曲
ロ
ロ
白
(
巾

H-zzm
白
仲
子
市
宮
・

2
2同

5
0
5
2乙
で
あ
る
。

唱曲ロロロ

3
2
5
に
は
す
で
に
「
存
夜
し
て
い
る
」

と
い
う
立
昧
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
現
荘
に
包
昏

E
を
付
加
せ
ず
、
過
去
・
未
来
に
の
み
立
内
住
吉
を
付
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

白
色
昏
曲
目
が
存
寸
忙
し
な
い
も
の
を
存
在
さ
せ
る
場
介
に
の
み
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

又
、
過
去
は
「
追
う
(
田
口
品
開
曲
目

z-)
」
対
象
で
あ
リ
、
未
来
は
「
願
う

S
E
-
-
S
F
Z
Z
)
」
対
象
で
あ
る
の
で
、

「
追
、
つ
」

「
願
、
つ
」

と
い
っ
た
現
札
の
心
の
倒
き
か
ら
過
去
・
未
来
の

E
S
S
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
心
の
働
き
と
は
そ
の
ま
ま

E
S呂
田
で
あ
る

四

一

回

の
で
、

Z
5
5同
に
よ
っ
て
過
よ
・
未
来
の
立
与
宮
口
が
作
り
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
時
聞
が
衆
生
の
輪
組
の
姿



で
あ
る
。

現
在
の

E
S昌
也
が
過
去
・
未
来
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。
輪
廻
は

E
Z
が
意
味
す
る
よ
う
な
人
聞
の
外
に
あ
っ
て
人
間
に

与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
自
分
の
行
為
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
作
る
と
い
っ
て
も
決
し
て
固
定
的
に
作
る
の
で
は
な
い
。
次
の
様
に
、
現
在
の
状
態
が
過
去
未
来
の
状
態
を
予
想
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
私
は
今
(
巾

Z
Z
E
)
色
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
。
私
が
過
去
(
出
口
Z

E
向日

r
g
)
に
色
に
食
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
、
現
在
の
色

(ZS

同
『
曲

E
Z
n
n若
宮
口
口
問
円
。
司
自
)
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
も
し
私
が
未
来

(
g
Z
2白
色
昏

g)
の
色
に
執
着
す
れ
ば

原始仏教の時間観

私
が
未
来
に
も
又
色
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
現
在
の
色
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
」

(
ω
Z
・
昌
弘
・
∞
ご

主同
Z
・
8
回関白

Z
は
あ
く
ま
で
固
定
的
で
は
な
い
。
散
文
の
部
分
で
は
吉

2
・
3
2
Z
-
B阻
止
宮
を
使
わ
な
い
こ
と

(

知

州

}

は
、
固
定
的
過
去
・
未
来
を
拒
否
し
た
た
め
だ
と
考
え
る
。

こ
の
よ
、
つ
に

と
こ
ろ
で
テ
キ
ス
ト
内
に
は
次
の
言
葉
が
く
り
返
し
言
わ
れ
る
。

「
瞬
時

(
r
r
g田
)
た
り
と
も
空
し
く
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

る
己

瞬
時
た
り
と
も
空
し
く
過
し
た
人
々
は
地
獄
に
お
ち
て
憂
え
る
か
ら
で
あ

こ
の
瞬
時
と
は
当
然

r
g
g白
の
為
の

r
E
2
で
あ
る
。

方

E
S自
白
は
現
在
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て

E
2

喜
吉
田
口
出
は

r
Z宮
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
過
去
・
未
来
に

E
E
S
が
付
加
さ
れ
て
い
て
も
三
時
は
過
去
世
・
未
来
世
・
現
在
世
で
は
な

い
。
今
日
の
常
識
的
な
過
去
・
未
来
・
現
在
に
近
い
。
そ
れ
故
に
、
現
世
に
解
脱
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

「も

L
比
丘
が
、
無
明
(
及
至
生
・
老
死
(
苦
)
〕

45 

繋
に
達
す
る
比
丘

の
廃
離
、
離
貧
、
滅
、
無
取
着
、
解
脱
し
て
あ
れ
ば
、

出

写
本
守
主

Z
s
g則三
F
V
M
5
3一喝三件
O
V
E
r
r
r
u
)
と
言
っ
て
よ
い
己

〔
そ
の
比
丘
は
〕
現
法
浬
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現
法
浬
繋
が
目
的
で
あ
る
以
上
、
未
来
が
来
世
の
み
を
意
味
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
衆
生
の
時
間
で
あ
り

包
向
田
宮
ロ
の
最
初
の
型
で
あ
る
。

人
間
は
現
在
の
一
一
瞬
に
お
い
て
行
為
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
過
去
・
未
来
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
過
去
・
未
来
を
捨
て
現
在
の
み
に
な
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
だ
が
、
現
在
の
み
と
な
っ
て
も
そ
の
現
在
は
又
過
去
・
未
来

を
作
り
出
す
現
在
で
あ
る
。
従
っ
て
過
去
・
未
来
を
真
に
捨
て
る
た
め
に
は
現
在
を
こ
そ
捨
て
ね
ば
な
ら
な
い
。

「過
私去
グ〉・

眼%未
はご来
過を
去拾
のて
時る
聞と
には
あ|
つ|
た

町

一

団

こ
の
よ
う
に
諸
の
色
は
(
あ
っ
た
と
(
未
来
も
同
様
)

我
説と
で 考
あえ

むと
と
で
あ
る

そ
れ
は
過
去
・
未
来
の
色
等
を
「
私
の
も
の
」
と
し
て
執
着
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
最
初
期
の
無

そ
し
て
現
在
を
捨
て
る
と
は

!
l

「
色
を
我
(
乞

Z
と
で
あ
る
と
見
ず
、

又
は
我
の
中
に
色
が
あ
る
、
又
は
色
の
中
に
我
が
あ
る
」

こ
れ
は
無
我
を
説
く
場
合
の
代
表
的
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
過
去
・
未
来
の
色
等
が
無
我
で
あ
る
と
認
識

又
は
我
は
色
を
有
す
る
、

と
考
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
な
い
場
合
に
主
昏

g
が
作
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
以
上
、
現
在
の
色
等
を
無
我
で
あ
る
と
認
識
し
な
い
場
合
も
や
は
り
白
【

作
り
出
さ
れ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

過
去
・
未
来
に
主
主

g
が
あ
る
(
又
は
無
我
で
あ
る
)
場
合
に
は
必
然
的
に
現
在
に
包
仏

Z
ロ
が
あ
る
(
又
は
無
我
で
あ
る
)
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
比
丘
ら
よ
、
過
去
・
未
来
の
色
は
無
我
で
あ
る
。

い
わ
ん
や
現
在
の
(次
色の
は文
1 ーは
〕戸そ

れ
を
刀三

し
て

る

一
方
、

過
去
・
未
来
を
捨
て
て
現
在
の
み
と
な
る
こ
と
は
、
過
去
・
未
来
に
の
み
主
昏
自
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
立
昏

g

を
捨
て
る
こ
と
で
も
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
現
在
は
旦
昏

g
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

現
在
に
包
昏
曲
目
を
付
加
し
な
い
こ
と
、

さ



ら
に
は
現
在
に
は
巾

Z
Z
E
を
用
い
て

z
n
n
Z
3
2
5
を
す
ら
使
用
し
な
い
こ
と
が
あ
る
の
は
、

唱曲目
nz-v
唱
恒
国
岡
田
や
が
脚
色
L
r
E
H
の

種
で
は
な
い
時
期
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

そ
う
解
し
て
始
め
て
次
の
文
が
理
解
で
き
る
。

「
こ
れ
は
彼
の
法
智
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
見
ら
れ
、
知
ら
れ
、
時
を
越
え
た
、
得
ら
れ
、
深
解
の
法
に
よ
っ
て
、
過
去
・
未
来
を

導
び
だ
す
。
」

多

H
L
F
由
自
由
国
師
同
品
目
回
目
同
居
宮
市
出
回
ロ
同

g
二
凶
。
山
口
氏
ロ
M
W
L
Y
白
5
5
2
M
曲
全
件
昨
『
冊
目
印
〈
丘
町
件
。
ロ
白
血
-
h
凶

z
r
2
M
白
百
三
丹
市
国
内
回
唱
m
w
z
u
B
m
H
M
W
F
巾口同

国
主
ケ
ミ

(
ω
Z
・
ロ
L
y
u
∞
-n同・『『
w

唱・

ω
N
∞・)

g凶
炉争
回・..... 
由1

ロ
曲 l

m 
同
F司ト

巾

ロ
曲
巴4
阻

.3 

こ
こ
で
は
現
在
は
法
で
あ
り
、

そ
の
法
は
曲

E
Z
E
で
あ
る
。

そ
の
法
が
執
着
に
よ
っ
て
生
じ
る
主
円
呂
田
口
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

原始仏教の時間観

こ
こ
で
、
現
在
(
Z
n
n
g
冨】

g口
問
)
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

一
は
立
生
田
ロ
で
あ
る
現
在
、

二

は

包
-Lrvロ
で
は
な
い

現
在
で
あ
る
。

現
在
も
岳
山
に
岸
田
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
は
曲

z
z
r白
な
世
界
と
接
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
呉
巴
野
間
な
世
界
は
歩
行
で
は

達
せ
ら
れ
な
い
」
と
す
る
の
は
、
そ
の
世
界
が
遠
く
に
あ
る
の
で
は
な
く
距
離
な
く
接
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
現
在
の
二
側
面
が
解
脱
と
輪
廻
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
先
の
経
典
で
は
現
在
は
品
回
-
F白
合
法
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

こ
の
現
在
は
主

S
Sで
な
い
現
在
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
「

5
2白
を
空
し
く
過
し
た
人
々
は
地
獄
に
お
ち
て
苦
し
む
」

の
で
あ
る

0
5
2由
(
現
在
)
を
失

な
う
者
と
は

主
主

g.で
は
な
い
現
在
を
立
寄
曲
目
で
あ
る
現
在
に
す
る
者
で
あ
る
。
そ
の
者
に
は
輪
廻
が
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て

「
輪
廻
は
無
始
で
あ
る

(2E自
己
高
官
)
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
常
に
現
在
で
作
っ
て
い
る
か
ら
で

現
在
は
輪
廻
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。

あ
る
。現

在
は
こ
の
よ
う
に
、
解
脱
の
入
口
で
あ
り
、
輪
廻
の
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
れ
が
現
在
の
二
面
性
で
あ
り
、

そ
れ
を
指
し
示
そ
う
と
し

47 

て
、
過
去
・
未
来
・
現
在
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現
在
を
最
後
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
現
在
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Z
2
8吉
田

E)が
原
始
仏
教
の
時
間
観
の
一
安
で
あ
る
。
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丘
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(
日
)
宮
本
氏
に
よ
っ
て
、
中
道
と
の
関
係
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
宮
本
正
尊
『
根
本
中
と
空
』

(
第
一
書
房
)
昭
和
十
八
年

二
八
二
ペ
ー
ジ
。

原始仏教の時間観

(
凶
)
宮
本
氏
は
、
過
去
を
唱
E
V
V
申・

2一

Z
、
未
来
を
唱
曲
-nnFMV
、
現
在
を
自
由
』
子
市

(4
巾
呂
阻
む
『
申
)
と
す
る
。
前
出
書
三
八
二
ペ
ー
ジ
。

(
げ
)

「
汝
は
先
に
言
う
べ
き
こ
と
を
後
に
言
い
、
後
に
一
言
う
べ
き
こ
と
を
先
に
言
っ
た
己

ぜ
g
H
・巾

4
曲
n
静岡回目可白唱

同
》
冨
司
申
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曲
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同
司
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剛
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唱

右
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叶
r
巾
g
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-
S
F
∞
己
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s
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)
L
M
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r
p
ア
司
・

ω
H
C
の
u∞
Z
・
ロ
ゐ
-HNAF
等
多
数
。
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「
も
し
も
、
前
に
も
後
に
も
他
の
人
が
い
な
い
な
ら
ば
、
独
り
で
林
に
住
む
者
に
非
常
に
大
き
な
安
楽
が
あ
る

J
」

J
Z
R
2
E
O
唱曲
n
n
F曲件。

4
凶
玄
白
唱
2
.
。
n
申
回
曲
三
〕
〕
白
巴
唱
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4
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内
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目
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(
印
)
例
え
ば
、
向
う
か
ら
車
が
一
台
や
っ
て
来
る
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
車
の
前
部
す
な
わ
ち
「
前
」
が
さ
き
に
や
っ
て
来
て
、
後
部
す
な
わ
ち

「
後
」
が
あ
と
か
ら
や
っ
て
来
る
。
こ
の
よ
う
に
時
間
的
前
後
と
空
間
的
前
後
が
矛
盾
な
く
結
び
つ
く
。
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(
却
)
佐
々
木
現
瀬
氏
は
、
時
間
の
こ
の
こ
面
を
利
那
と
連
続
と
す
る
。
佐
々
木
現
順
『
仏
教
に
お
け
る
時
間
論
の
研
究
』

(
清
水
弘
文
堂
)
昭
和
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凶
十
九
年

四
一
ペ
ー
ジ
。

(
紅
)
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己
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)
は
節
で
あ
る
。
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「
前
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行
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ロ
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r
E同
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釘
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了

ω
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あ
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zvv喜一面
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2
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N
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早
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う
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仏
教
興
起
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』

(
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楽
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書
庖
)
昭
和
四
十
八
年

二
九
五
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
輪
廻
が
説
か
れ
る
形
式
は
次
の
よ
う
な
形
式
が
多
い
。

一
、
縁
起
を
如
実
に
知
ら
ず
、
証
せ
ざ
る
故
に
輪
廻
苦
が
あ
る
。
(
ω
2・
ロ
-
E
Y
M
。・
M
∞・)

二
、
無
明
に
お
お
わ
れ
、
渇
愛
に
束
縛
さ
れ
て
流
転
す
る
衆
生
に
は
、
苦
の
辺
際
が
な
い
。

(
ω
Z・
ロ
ゐ
-
H
吋∞・)

三
、
思
療
無
聞
の
凡
夫
は
輪
廻
苦
を
受
け
る
が
、
有
聞
の
聖
弟
子
は
輪
廻
せ
ず
。

(
ω
Z・
自
L
Y
H
U
0
・
)
(
以
上
、

前
出
書

『
仏
教
興
起
時

代
の
思
想
研
究
』

四
0
0
ペ
ー
ジ
。
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曲目可曲一
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(
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す
る
)
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願
望
法
一
人
称
単
数
。

(
幻
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l
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以
外
に
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(
却
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橋
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氏
は
業

(
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)H行
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2
5
r
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H凡
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の
識
の
活
動
と
す
る
。
舟
橋
一
哉
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業
の
研
究
』

(
法
蔵
館
)
昭
和
二
十
九
年

十
八
ペ
ー
ジ
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(
m
m
)

世
間

(rr白
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も
作
ら
れ
る
(
ω
E
・0
U
A
P
・)。

(
初
)
固
定
的
「
未
来
」
は
凶
可
丘
町
で
一
不
さ
れ
る
。

「
諸
行
の
増
上
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
未
来
の
後
有
の
再
生
が
あ
る
。
」
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